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Ａ　
今
後
も
市
長
が
積
極
的
に
市
外
、
県

外
に
赴
き
本
市
が
持
つ
様
々
な
可
能
性
を

強
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
。
ま
た
、
福
島

市
と
い
う
街
が
前
に
向
い
て
動
い
て
い
る

こ
と
が
重
要
で
、
街
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と

街
な
か
居
住
を
進
め
、
進
出
し
た
場
合
の

採
算
性
に
強
気
に
な
れ
る
環
境
づ
く
り
を

進
め
、
本
市
の
将
来
性
を
感
じ
取
り
積
極

的
に
本
市
に
進
出
し
投
資
す
る
事
業
者
を

増
や
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
認
知
症
高
齢
者
の
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル

発
生
時
の
独
自
の
救
済
制
度

〇
旧
米
沢
街
道
と
李
平
地
区
の
歴
史
遺
産

〇
二
ツ
小
屋
隧
道
の
土
木
的
な
歴
史
遺
産

中
心
市
街
地の

活
性
化

石い
し
や
ま山

波な
み

恵え

Ｑ　
街
な
か
交
流
館
を
拠
点
と
し
て
回
遊

性
を
高
め
る
Ｐ
Ｒ
強
化
が
必
要
で
は
。

Ａ　
現
在
、
市
公
式
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
は

古
関
裕
而
の
ま
ち
・
福
島
市
と
題
し
、
福

島
駅
前
か
ら
古
関
裕
而
ス
ト
リ
ー
ト
、
メ

ロ
デ
ィ
ー
バ
ス
、
古
関
裕
而
記
念
館
を
た

ど
る
動
画
を
配
信
し
、
街
な
か
交
流
館
に

お
い
て
も
公
開
を
は
じ
め
た
。

　
今
後
さ
ら
に
、
施
設
内
に
古
関
裕
而
氏

関
連
の
案
内
チ
ラ
シ
や
パ
ネ
ル
を
設
置
す

る
ほ
か
、
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
、

街
な
か
交
流
館
を
拠
点
と
し
た
定
期
的
な

ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー
を
企
画
し
て
お
り
、
連

携
し
て
駅
周
辺
の
賑
わ
い
創
出
や
回
遊
促

進
を
図
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
中
心
市
街
地
の
受
動
喫
煙
防
止
対
策

〇
中
心
市
街
地
の
空
き
店
舗
対
策

〇
二
十
歳
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

■
教
育
・
文
化

物
価
、
食
料

高
騰
へ
の
対
応
策

大お
お
ひ
ら平

洋ひ
ろ

人と

Ｑ　
学
校
給
食
へ
の
影
響
、
対
応
策
は
。

Ａ　
５
月
に
国
が
公
表
し
た
４
月
分
消
費

者
物
価
指
数
で
は
、
生
鮮
食
品
が
、
前
年

同
月
比
約
12
％
増
と
な
っ
て
お
り
、
学
校

給
食
用
の
食
材
、
調
味
料
な
ど
の
購
入
価

格
に
影
響
を
受
け
て
い
る
。

　
食
材
価
格
が
高
騰
す
る
現
状
で
も
、
栄

養
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
お
い
し
い
福
島
型

給
食
の
質
と
量
を
継
続
的
に
確
保
し
、
保

護
者
の
負
担
が
増
え
な
い
よ
う
、
支
援
策

を
講
じ
て
い
く
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
あ
づ
ま
エ
リ
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事

業
〇
公
立
夜
間
中
学
開
校
ま
で
の
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ

〇
健
康
づ
く
り
向
上
に
む
け
た
ボ
ッ

チ
ャ
の
活
用

◆ふくしま市民生活エールクーポン事業
　コロナ禍に加えて原油価格や物価の高騰の影響
を受けた市民生活の支援と、疲弊した地域経済の
下支えを図るため、4,500円分のエールクーポン
を3,000円で購入可能な引換券を全市民へ１セッ
ト送付する。
　また、市県民税非課税世帯へは、追加で１セッ
ト送付する。

　主な質疑と答弁
問 ：市県民税非課税世帯への引換券の送付を２回
に分ける理由は。

答 ：課税情報を確認するには、本人の同意が必要
であるため、全世帯向けの購入引換券発送時に
課税情報確認にかかる同意書を同封し、同意を
得られた方については、課税情報を確認後、追
加分の購入引換券を発送する。

◆新型コロナウイルスワクチン４回目追加接種
　新型コロナウイルスワクチン４回目の追加接種
について、迅速かつ適切に実施するため、医療機
関へのワクチン接種手技料・集団接種の医師委託
費用などの事業費や予約案内業務・集団接種運営
などの体制整備にかかる費用を追加する。
〇４回目接種対象者　約157,000人
　（４月末に３回目接種を完了している方）

　主な質疑と答弁
問：ワクチン４回目接種期間中における１回目
　から３回目の接種希望者の対応は。

答：４回目接種期間中においても、
　１回目から３回目の接種につい
　て、引き続き体制を整えて実施
　していく。

常任委員会
※各常任委員会に付託された議案審査の主な内容を紹介します。

◆消防ポンプ自動車等購入の繰越
非常備消防自動車整備事業の消防ポンプ自動車
等購入について、年度内の納入が困難となったた
め、令和５年度へ28,985,000円を繰り越す。
【非常備消防とは】消防団のこと 　

　主な質疑と答弁
問：繰り越すこととなった要因は。

答 ：新型コロナウイルス感染症の影響により、海
外での自動車部品の生産が停滞、また、半導体
の供給不足が生じたことに伴い、さらに、騒音
規制に関わる法令改
正により車両の供給
が安定しないなどの
要因により、年度内
の納入が困難となっ
たため。 

◆一部損壊住宅修理支援事業
　令和４年福島県沖地震により応急修理の対象と
ならない一部損壊が生じた住宅に対して、日常生
活に不可欠な部分を応急的に修理した場合の費用
の一部を定額で補助する。
対象は以下の要件を全て満たす方

①地震により被害を受けた住宅に居住し、
　り災証明が「一部損壊」
②自らの資力では修理できない
③消費税込み20万円以上の修繕工事を実施した

　主な質疑と答弁
問：支援が必要な方に行き届くような周知方法は。

答 ：県による新聞での広報、市ホームページ、市
政だより、ＳＮＳなどを活用した周知のほか、
オンライン申請での窓口相談事前予約を行って
いる。また、罹災証明書と合わせて送付する「被
災者支援制度ガイドブック」にも当事業につい
て記載し、その都度対応しながら、ほかに周知
方法がないかも今後検討していきたい。

総 　 　 　 　 　 務

経　 済　 民　 生

文　 教　 福　 祉

建　 設　 水　 道

消防団車両イメージ
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～議案等の審議結果～
各議案の概要や資料は
こちらからご覧ください。

〔市長提出議案〕

区分 件　　　　　　　　　　名 結果
4年度
補正予算 一般会計、水道事業会計、国民健康保険事業費特別会計

条例改正

市税条例等

手数料条例

職業訓練技能センター条例

産業交流プラザ条例

国民健康保険税条例

東日本大震災による被災者に対する国民健康保険税の減免に関する条例

新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した被保険者等に対する国民健康保険税の減免に関する条例

東日本大震災による被災者に対する介護保険料の減免に関する条例

新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した被保険者等に対する介護保険料の減免に関する条例

清掃施設条例

市営住宅等条例等

人事
副市長選任

財産区管理委員選任

工事請負契約
一部変更 瀬上小学校屋内運動場改築事業 屋内運動場建築工事

財産取得 高規格救急自動車

その他 専決処分承認

〔委員会、議員提出議案〕

区分 件　　　　　　　　　　名 結果

意見書

木材の価格安定と国産材の供給力強化等を求める意見書

エネルギーとしての水素の普及促進を求める意見書

地方財政の充実・強化を求める意見書

肥料価格の高騰から農業者を守るための支援を求める意見書

原子力損害賠償に係る中間指針等の見直しを早急に行うよう求める意見書

被災児童生徒就学支援等事業の継続と被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見書

〔請願・陳情〕
区分 件　　　　　　　　　　名 結果

請願 国の「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と、被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見書提出方について

陳情

暗所視支援眼鏡「ＭＷ10」の日常生活用具認定に関することについて

消費税インボイス制度の実施中止を求める意見書提出方について ×
市民会館跡地への消防庁舎移転に関することについて ×

〔市長提出議案〕

区分 件　　　　　　　　　　名 結果
4年度
補正予算 一般会計、下水道事業会計、公設地方卸売市場事業費特別会計

その他 専決処分承認

会派名 真政会 真結の会 ふくしま市民21 公明党福島市議団 日本共産党
福島市議会議員団 耀ふくしま市議団 真の会 全体合計

議員数
（年度途中人数変更あり） ９人 ９人⇒８人 ６人 ４人 ４人 ３人 ０人⇒1人 35人

交付額（利子含む） 10,800,031 10,100,038 7,200,015 4,800,014 4,800,010 3,600,009 700,002 42,000,119

支
出
内
訳

調査研究費 16,200 0 0 0 0 0 0 16,200
研修費 0 16,880 0 0 0 0 0 16,880
活動旅費 338,300 0 0 0 0 0 0 338,300
広報費 4,599,705 5,030,717 5,463,644 3,187,052 3,269,263 2,291,850 0 23,842,231
広聴費 18,720 0 0 0 0 0 0 18,720
資料購入費 72,540 0 145,711 1,100 230,075 58,996 0 508,422
事務費 1,899,176 1,828,925 850,345 522,456 718,476 487,544 63,917 6,370,839
支出合計 6,944,641 6,876,522 6,459,700 3,710,608 4,217,814 2,838,390 63,917 31,111,592
収支差引額

（市への返還金） 3,855,390 3,223,516 740,315 1,089,406 582,196 761,619 636,085 10,888,527

※要請・陳情活動費、会議費、資料作成費については、各会派とも支出がありませんでした。

　政務活動費は、福島市から各会派に対して所属議員１名あたり月額10万円が交付され、会派の調査研究
その他の活動に必要な経費の一部として活用し、残金が生じた場合は返還しています。

全国市議会議長会総会において、次の議員が表彰され、６月２日の本会議開会前に表彰状が伝達されました。
　15年以上表彰　　梅津　政則 議員　　　大平　洋人 議員　　　小松　良行 議員　　　尾形　　武 議員
　　　　　　　 　　半沢　正典 議員　　　黒沢　　仁 議員　　
　10年以上表彰　　梅津　一匡 議員　　　萩原　太郎 議員　　　阿部　　亨 議員　　　白川　敏明 議員
　　　　　　　　　二階堂武文 議員

４月15日緊急会議

６月定例会議

単位：円
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